
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 国語科〉 

1．「「分かる」から「できる」を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度村学力調査から、全国平均を 0.6％下回る結果であった。特に「記述」の回答形式では、

全国平均よりも－17.1％と大きく下回った。 

・「書くこと」について校内平均正答率が 35.3％で全国平均正答率 54.9％と大きく下回った。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・漢字を学習する時間を確実にとり、教師が見とることを徹底する。 

・書いたことが詳しければ詳しいほど、教師からの評価も高いことを実感させ、書きたい意欲を高める。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・作文指導を定期的に設け、書く機会を増やす。 

・言葉の学習の中でも修飾語の復習を定期的に行う。 

・学習の感想や自分の意見などを交流して、ペア学習、トリオ学習の機会を設ける。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・文言の例を出したり、穴埋め形式にしたりして書きやすいようにする。 

・多様なジャンルの読書にチャレンジさせ、読書の幅を広げる。 

・設定した時間内にテストを終えることができるよう意識して単元テスト等を行う。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①毎月、作文指導を行い、漢字の活用を図る。 

②考えや意見を交流・質疑する話し合いの場を意図

的、計画的に設定する。 

 

＜検証方法＞ 

❶毎月作文の記録を学期ごとに検証し、時間内に意

図する内容の作文を書きる児童８割を目指す。 

❷ノート記録や話し合いの様子から検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・意見を交流する場を多く設けることで、表現力が

向上した。 

＜課題＞ 

・書く活動を定期的に行ったが、苦手な児童も多い、

継続的に行い、苦手意識を無くしていく。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・書く活動を多く取り入れ、苦手意識を無くしてい

く。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・書く活動を楽しく行い、書くことを通して自分の考えを友達に表現できる。 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度村学力調査から、全国平均を－3.4％と下回っていた。特に基礎の問題で－4.4％下回って

いる。 

・「伝統や文化、先人の働き」の領域では、校内平均正答率が 37.3％で全国平均正答率 44.3％と大きく

下回った。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・身近な地域である小笠原について取り上げることで学習意欲を高める。教科書に記載されている市

区町村の内容で一般的な知識を身に付けるようにする。 

・単元ごとに解明することを明確にすることで、自分たちで解決することを体感させる。また過程を振

り返り、どのような手だてで解決したのかを明確にする。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・「都道府県の様子」や「八方位」、「地図の見方」といった基礎的な理解を高めるために、授業の中で

復習をしたり、都道府県のテストをくり返し行ったりする。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・資料を元に判断する力をつけるために、教科書、地図帳、資料集などの資料を活用しながら問題点や

資料から読み取れることを友達同士で話し合う活動を多く用いる。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①スキルタイムなどを使って、「都道府県の様子」や

「八方位」、「地図の見方」既習の学習内容を復習す

る時間を確保する。 

②教科書、地図帳、資料集などの資料を活用しな

がら問題点や資料から読み取れることを友達同

士で話し合う活動を多く用いる。 

＜検証方法＞ 

❶都道府県の位置と名称のテストを行い、80％以上

の正答率を８割の児童が達成することを目指す。 

 

❷プリントやノートなどで資料を活用し、読み取る

活動で全員の児童が考えを書けることを目指す。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・資料を活用し、問題を解決する力が付いた。 

＜課題＞ 

・都道府県の位置や社会的な用語が定着していない

児童がいる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・定期的に社会的な用語等の復習をし、知識の定着

を図る。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・資料を活用するだけではなく、自ら考え、学習の問題を他者と共に解決することができる。 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度学力調査では、すべての領域において全国平均を下回っていた。中でも「わり算・計算の

きまり」に課題がある。 

・「変わり方調べ」における○や□を使った式の関係性や、２つの数量性の関係を式に表す基礎基本的

な知識を身に付ける必要がある。 

・算数全般的において、基礎基本の確立とともに、基礎を活用できるようにしていく必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・授業のねらいにつながる既習内容を確認し、児童が主体的に自力解決できるようにする。 

・具体物や半具体物の操作を通して、図形の構成や計算の意義を感覚的に捉えられるようにする。 

・基本的な計算の仕方の確認を行い、計算間違いを少なくする。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・毎授業、前時のおさらいを丁寧に行う。授業のねらいにつながる既習内容を確認することで、児童の

不安感を軽減し、主体的に自力解決できるようにする。 

・学習の系統の確認を行い、既習した学習を振り返る時間を必ず帯活動として毎授業に取り入れる。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・数の概念や図形をより具体的にイメージしやすいよう、ICT等を使って問題を可視化する。例えば、

「小数」における文章問題では、数直線や線分図を使って分かっていることや聞かれていることを

整理する。また「面積」や「角の大きさ」の学習では具体物や半具体物の操作を通して、図形の構成

や計算の意義を感覚的に捉えられるようにする。 

・立式する際も、図・言葉で説明できるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①毎時間、授業の始めに既習内容の確認を行うこ

とで、学習に対する不安感を軽減できるように

する。 

②自力解決の時間を十分にとるとともに、ヒント

カードや ICT 教材などを使い、何度も問題を反

復することで学習の習熟を図る。 
③東京ベーシックテストでの課題となった単元を徹

底的に復習し、既習学習の定着を図る。 

＜検証方法＞ 

❶２学期末までに、ワークテストの知識と技能（表

面）において、それぞれ正答率８割を目標とす

る。８割を獲得できるようになれば、基礎的な

内容は概ね身についたと考えられる。 

❷何度も反復練習を行い、自分で解けた。解けるとい

う実感を概ねの子がもてるようにする。 

➌東京ベーシックテストを行い。既習した学習のど

れくらい定着しているのかを図り、個に応じた課

題プリントを実施し確かな定着を図る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・東京ベーシックテストにより自分の課題が明確に

なり、苦手な単元を克服している児童が多数いた。 

＜課題＞ 

・苦手意識が強い子が多くいるため、主体的に取り

組む子が全体の６割程度であった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・計算練習や作図、分度器の使い方等、技能面は

反復 練習を行い、向上させる。 

・文章問題に取り組む際に、文中の情報を整理し

立式できるようにしていく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・文章問題において、何を問われているのかを明確にし、立式することができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度学力調査では、全国平均から 0/1％上回っている。しかし、活用の問題では 5.3％下回っ

ていた。 

・「物質・エネルギー」（「電気のはたらき」「物のあたたまり方」）の領域では、校内平均正答率が 47.9％で

全国平均正答率 52.9％と下回った。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・日常体験の想起や体験の中から疑問を見い出せるようにする。 

・まとめができた後で、さらに仮説を考えられるようにする。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・具体物を準備して、興味や関心を高めたり、実感を伴った理解を促したりできるようにする。 

・「電気のはたらき」の復習を学期末に行う。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・問題解決学習を通して、特に予想や考察場面で生活経験や既習事項を根拠に考えられるようにする。 

・「物のあたたまり方」の復習を学期末に行う。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①問題を発見し、予想し、考察する主体的な問題

解決学習を展開する。 

②単元末には学習内容を整理・復習できるように

まとめのプリントを行う時間を確保する。 

③特に課題のあった「電気のはたらき」「物のあた

たまり方」を中心に学期末に復習を行う。 

 

＜検証方法＞ 

❶ノートの「予想」や「考察」、「まとめ」などから

進捗や達成状況を通年検証し、学習に進んで臨

む児童 7割以上を目指す。 

❷単元末のまとめのプリントの達成状況を検証

し、理解度 7割以上を目指す。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・単元末のまとめプリントの達成状況は７割を超え

ていた。 

＜課題＞ 

・問題解決学習を展開し、その場では理解していた

が、定着は難しかった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・問題解決学習を展開しながら、定期的に復習のプ

リントなどを行い、知識の定着を図る。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・問題に対して自ら考察し、他者と協力し解決へと向かうことができる。 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・音楽技能の機械的訓練に偏ってしまわないよう、音楽活動と関わらせながら知識や技能を習得すること

で、「分かった」と実感したり、児童が主体的に学び、思考・判断・表現することで「できた」と感じたり

することができるようにする必要がある。 

・歌唱技能に課題が見られる。高学年ということもあり、積極的に声を出し、表現を高めていくという意欲

が低く、結果的に技能の低下がみられる。安心して声を出せる環境づくりが必要である。 

・興味関心をもって、音楽の特徴を粘り強く聴き取ろうとする力に課題がある児童がみられる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・曲を聴いたり楽譜を見たりして感じたことや気付いたことを発言したりワークシートに記入したりし、曲

の特徴について気付きを深めたり、それを捉えた表現をしたりすることができるようにする。 

・短いフレーズを一人ずつ歌ったり演奏したりし、技能の習得状況を把握して、必要に応じて個別指導を行

うなどその後の指導に生かす。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・比較鑑賞を積極的に取り入れ、自ら興味のある音楽を選んで、鑑賞することができるようにする。 

・心を解放するための体の動きを取り入れたエクササイズを行う。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・自然で無理のない声の出し方について指導し、きれいでひびきのある声に関心がもてるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①「表現の感想」「心に残ったこと」「新しく気付いた

こと」などを授業ごとに振り返らせる。自身の内面

と音楽とのつながりを意識させ、主体的に学習に

取り組む態度の力を引き上げる。 

②全体合唱の前に、安心できる２～４名のグループ

で選んだ場面を練習する活動を設ける。「無理な

く」「安心して」声を出す経験を重ねる。 

＜検証方法＞ 

❶振り返りカードの記述内容の変化を記録し、有効

な手だてであったか検証する。９割の児童が、主体

的に鑑賞や歌唱の活動に取り組めることを目指す。 

 

❷児童観察、演奏聴取を通して、発声の変化や他者

とのかかわり方を記録する。すべての児童が、全

体合唱で安心して声を出せるようにする。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・器楽表現力が大いに高まっている。 

・「気付いたこと」「感じたこと」を切り分けて音楽を

聴くことができている。 

＜課題＞ 

・歌唱技能に大きな課題がある。羞恥心から自己表

現することへの抵抗が生まれ、表現技能が高まら

ないという悪循環が発生している。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・歌唱に抵抗があるので、まずは歌唱活動に自ら臨

んでいることに情緒的受け止めをしつつ、よりよ

い表現を求めている姿があれば価値付けをする。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・表現するための壁を自ら乗り越え、自信をもって自己表現することができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・基礎基本的な道具や材料の使用方法を習得し、技術を身に付ける。 

・自分で考えたり、感じたりして豊かに表現や工夫する力をさらに高める。 

・様々な発想の方法をできるような発想する力をさらに高める。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・材料や道具などの使い方を掲示や ICTを活用したり、工夫している児童の活動を紹介したりする。 

・自分の思いや気持ちを主体的に表すことを試せるような活動の場を設定する。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手立て】 

・全体指導だけでなく、児童の能力に応じて個別に指導し、児童自身の困り感を解消していく。最低限

の基本的な技能の習得を目指す。 

【活用が必要な児童への手立て】 

・自分の発想を試すことのできる題材や材料を用意する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①実際に材料や道具に触れながら練習をしたり、

試行錯誤する時間を確保する。また、掲示物や

ICT を活用して指導をより分かりやすいものに

する。 

 

②導入でねらいを明確にして伝え、授業の目指す

方向性をはっきりさせる。そのねらいの中で自

分なりに表したいものを見付けられるようにす

る。 

＜検証方法＞ 

❶児童や作品の観察。毎時間全児童に声をかけて

回るようにする。児童が材料や道具を正しく扱

え、どんな小さな工夫でも良いので自分なりの

工夫をできるようにする。 

 １学期の間に電動糸のこぎりの刃の設置方法や

使用方法などの基本的な道具や材料を正しく扱

えるように指導する。 

❷児童や作品の観察。毎回の授業でねらいに沿っ

た活動が行われているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・基本的な材料や道具の扱い方を掲示や ICT を活

用することにより正しく扱うことができてい

た。 

・手や体を大きく動かす活動など全体の感覚を通

して行うような活動ができた。 

＜課題＞ 

・自分の表したいものに合わせて様々な工夫や発

想をさらにできるようにする。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・さらなる基本的な材料や道具の扱い方の定着の

ために掲示や ICT などを活用して取り組んでい

く。 

 

・自分で発想したり、考えたりするのが得意な児

童が多いので、さらに自分の思いや気持ちを重

ねて表現を深めることができるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・自分の思いや気持ちを表現を、深めることができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 家庭科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・家庭科の学習は、自分の生活に直結するものであるため、学習したことを生活の中で活用する力をさ

らに高める。 

・手縫いやミシン縫いによる目的に応じた縫い方の技能を定着させる。 

・学習した調理を生活の中でも活用できる技能を定着させる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・過去の記載はなし。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・実際の技能面の写真や動画を活用することによってどのように行うか分かりやすいように工夫をす

る。 

・掲示物や資料の提示の仕方を工夫し、繰り返し見て覚えられるようにする。 

・練習時間を十分にとり、技能の定着を図る。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①手縫いやミシン縫いでは写真や動画で全体指

導をした後に、クロームブック等で自分のタイ

ミングで動画を視聴できるようにする。 

 

 

 

②調理では分担をできる限り一人一役にし、それ

ぞれの技能が見つくように、声かけ、評価をし

ていく。 

＜検証方法＞ 

❶作品の観察と技能テストを行う。児童が、手縫

い・ミシン縫いの技能を正しく身に付けること

ができるようにする。シンを使用する題材が終

わるまでに、ミシンのテストを行う。全員が合格

できることを目標とする。 

 

❷調理実習中に一人一人の評価を行い、どの程度

技能が身に着いているかをチェックをする。 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・手縫いの作品を完成させることで、手縫いの技能

テストの代わりとした。作品作りの意欲と技能の

定着につながった。 

・一人一役の調理実習を多く取り入れることがで

き、技能の定着を図ることができた。 

＜課題＞ 

・ミシンの個別のテストはできなかった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留意

すべき事項【年度末に記入する】 

・個別の支援等をしながら、ミシンの技能の定着をよ

りはかっていく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・「作品ができた。」「学びが深まった。」と感じて、意欲的に学習に向かうことができる。 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・する、みる、支える、知る４つの体育の見方・考え方で運動を楽しめるようにする。各領域において

児童が「体を動かすことが楽しい」と感じる必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・領域ごとのオリエンテーションを充実させる。 

・児童の声で授業展開を変えていく。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・毎時間の振り返りを大切にする。 

・主運動につながる運動（リズム〇〇）を授業の初めに行い、友達と関わりながら楽しんで運動が行え

るようにする。 

・共有ボードを用いて、本時の流れやめあてを分かりやすくする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①毎時間振り返りを行い、客観的に自分を見たり、

次時への意欲付けを行ったりする。 

②主運動につながる運動（リズム〇〇）を授業の

初めに行い、友達と関わりながら楽しんで運動

が行えるようにする。 

③共有ボードを用いて、本時の流れやめあてが分

かりやすいようにする。 

＜検証方法＞ 

❶振り返りをワークシートに書かせる。児童が工夫

したこと、楽しかったことなど振り返らせる。９割

の児童が客観的に自分を見て振り返りを書けるよ

うにする。 

❷ボール運動の準備運動では、その単元で高めたい

基礎的な技能を時間内に取り入れる。また、単元

中、帯でその運動を取り入れる。さらに、音楽を使

用してリズム感をつけて、心と体をほぐせるよう

にする。全児童がゲームを成り立たせるうえで最

低限必要な技能が身に付くようにする。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・振り返りをワークシートに書くことによって、客

観的に自分を見ることができ、次時への意欲付け

ができた。 

＜課題＞ 

・持久力や瞬発的な動きが年々低下しているように

感じる。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・児童の意欲や思考力を伸ばしながら、運動量はし

っかりと確保していく。 

・全ての児童が運動が好きになるように指導の工夫

をする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

体育の見方・考え方を理解し、「運動をすることが楽しい。」と感じ、他者と関わりながら運動の質を高め

ることができる。 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 外国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

児童によって学習意欲に差が出てきている。外国語を学ぶことに意欲的な児童が少数はいるものの、

全体的には外国語への関心意欲は低い。また、意欲はあるものの自信のなさから進んで外国語を活

用することができない。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

アクティビティを導入などで多く行い、英語に親しむことで、意欲の向上を図る。 

・掲示物を工夫し、単元で重要な英文などは掲示して日常的に親しませる。 

・スキルタイム等でタイピング練習を行い、繰り返しローマ字入力をする。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ICTを活用した映像教材によるリスニングや ALTの活用場面の設定を多くし、外国語の音に 

 親しみ、慣れるようにする。 

・既習事項の会話表現や単語等を繰り返し使うことで定着するようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

  ＜方策＞ 

①外国語を用いることに不安を感じる児童が多い

ので、ICTを活用した視覚的な教材を用いること

で、安心して外国語を話せる環境を整える。 

②外国語を用いることに自信のない児童が多くい

るので、ALTや担任、またはクラスメイトと外国

語を用いてコミュニケーションを取る場面を多

く設定することで、外国語に親しみ、学習する

意欲を向上する。 

＜検証方法＞ 

❶視覚的にも会話表現や単語等を確認できるよう

に教材を用いてロールプレイや発声練習を行う

ことで意欲的に取り組む児童を増やす。 

❷外国語を使うことへの意識アンケート、例えば

「友達と外国語でコミュニケーションを取るこ

とは楽しい」等を実施して児童の意欲関心の変

容の様子を測る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・ICT や絵カード等を活用して視覚情報を提示す

ることで、児童が確認をしながら外国語を話す

ことができた。 

＜課題＞ 

・教科書の構成が影響をしているが、児童の活動

が「聞くこと」に傾倒している。そのため、発話

時間を十分に確保できていない。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・継続して視覚情報を多く用意して安心して学習

できる環境を設定する。 

・授業内での児童の発話を十分に確保できるよう

な授業計画をする。 

・ALT活用をさらに増やして、リアルな外国語の対

話活動を毎時間設ける。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・外国語表現の正誤にとらわれず、楽しんで外国語を学び、世界の多様な文化に親しむ心情をもつこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 道徳科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・教材の内容が理解できない児童が１割程度いる。 

・場面の課題を受けて、自分の考えを書けない児童が２割程度いる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・話の内容を多角的多面的に捉えられるようにする。 

・人との意見の違いを感じながら、多様な考え方に触れて自分の考えを広げたり深めたりできるよう

にする。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・ICT機器やイラストを用意したり、動作化や役割演技をしたりして場面を捉えやすくし、考えられる

ようにする。 

・実生活の課題から教材を作ったり、話題を実生活に置き換えたりして学習内容と生活課題を結び付

けていく。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①人物の態度や表情、周囲の様子などが分かるよ

う ICT 機器を使ってイラストを提示して注視さ

せることで、場面を捉えやすくし、自分の考え

をもてるようにする。 

②実生活の課題から教材を作ったり、実生活に置

き換えたりして課題と結び付け、自分事として

考えられるようにする。 

 

 

＜検証方法＞ 

❶ワークシートの記入状況や発言の様子などで検証

する。 

 

❷ワークシートの記入状況や発言の様子などで検証

する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・ICT 機器を使ってイラストを掲示することによっ

て場面を捉えやすくなった。 

＜課題＞ 

・実生活と関わりが少ない題材もある。しかし、児童

には関わりの少ない題材も知ってもらいたいこと

もあり、主体的に学ぶことには課題があった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・イラストや関係図を使いながら、児童が題材に対

して、自分事として捉えられるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・自分事として学習を行い、友達と考えを共有することができる。 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第５学年 総合的な学習の時間〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・５年の総合的な学習では、年間を通してアオウミガメについて学ぶ。例年、ウミガメの知識を得る時

間が長く、児童主体の問題解決学習になっていなかった。そこで児童がウミガメについて学ぶ過程

において、自ら課題を設定し、課題に向き合い考える力を高める。 

 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・アオウミガメに関心をもてるように外部講師を招聘したり、実際に触れ合ったりしながら知識を高

める。 

・学習の振り返りを学習ごとに行う。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・まず児童がウミガメ学習をする上で知りたいこと学びたい課題を整理し、そのうえで１学期はウミ

ガメについての知識理解を体験を通して行う。２学期はウミガメの生態学習と課題発見、課題解決

にバランスよく取り組ませる。そして３学期に学んだことを発表する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①児童が課題を見付けられるように授業を組み立

て、課題解決を自主的に行えるように意欲喚起を

行う。 

②体験活動によりウミガメを身近に感じさせ、更に

意欲が増すようにする。 

＜検証方法＞ 

❶❷ワークシートの記入状況や発言の様子、最終的

に作成する発表などで検証する。 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・体験活動を行うことでウミガメへの関心が増し、課題解

決学習を自主的に行うことができた。 

＜課題＞ 

・プレゼンテーション能力や課題解決能力の個人差があ

る。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・体験活動を行いながら、ウミガメへの関心をも

たせ、自然と課題解決学習に向かわせる。  

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・ 小笠原に対して関心をもち、自ら課題解決へ向かうことができる。 

 


